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はじめに
本稿では中学校の英語授業における音読に焦点をあてる。 日本の英語教育で 音読 ほど頻繁に行われている活

動はない （新里， ）と指摘されるように、音読は日本の英語教育において以前から日常的に行われて

いる活動の つである。現行の学習指導要領が実践的コミュニケーション能力の向上を掲げ，タスク活動など実践の

場面をより意識した指導法が注目を集めている昨今でも，生徒に音読を経験させないクラスは皆無なのではないか。

また，音読の有効性についても数多くの主張を目にすることが出きる。例えば，國弘（ ）の，音読によって卓

越した英語力を体得したという自らの体験を基にした主張は説得力がある。中学校の指導レベルでも，音読の重要性

を指摘する意見が聞かれる。土屋（ ）は， 時間の授業が終わって，音読も満足に出来ない生徒が大勢いるよ

うでは，その授業は失敗だと言っても良いのではなかろうか。（ ）と言い，中島（ ）は，英語を苦手とす

る生徒の が教科書を流暢に音読したいと望んでおり，教科書の音読が出来ないことで英語学習につまずきを感じ

る生徒が多いと述べている。

その一方で，音読指導に関する様々な問題が指摘されていることも事実である。新里（ ）は，音読指導の問題

点として （ ）意味もなく機械的に実行している，（ ）音読が授業の最終的な目的と捉えられている，（ ）段階を

追った組織的な指導がなされていない，（ ）音読に関して生徒に誤った概念を与えてしまう，（ ）生徒はこの作業に

退屈している，（ ）他の作業と比較して単調になりやすい （ ）といった つの問題を挙げている。

では，一体音読は具体的にどの様な英語の能力の向上を目指してこれまで行われてきたのであろうか。音読が積極

的に授業に取り入れられてきた一方で，この点が徹底的に論じられたことはあまりないのではないか。音読の声の大

きさは英語授業の成否の指標の つとばかりに音読指導を徹底させたとしても，既に知っている英語の文章を声に出

して何回も読むという行為自体は，生徒にとっては将来経験することのない特異な活動である。指導者が，流暢な音

読ができる能力を基盤としてどのような英語の能力に発展させるかというビジョンを持ち，日々の音読指導に取り組

んでいかなければ，新里の指摘するように生徒にとって音読が授業の最終的なゴールとなってしまう。

本稿では数ある英語の能力の中でも，定期テストなどのペーパーテストで測る英語学力（以降，英語学力）が，継

続的な音読指導によってどのような影響を受けるのかを検証したい。先行研究では，日本人高校生，大学生を対 と

して音読活動が英語学力を向上させるかを扱った研究は存在するが，日本人中学生に対する同様の研究は見られない。

そこで今回，日本人中学生を対 として音読指導が英語学力にどの様な影響を及ぼすのかを検証したい。

先行研究
音読と英語学力の関係についての議論

後田（ ）は，英語の音読を 技能に発展する可能性を持つ重要な活動として位置付け， 他の技能への潜在的

転移力として大きな力を持っている （ ）としている。さらに （ ）は，“

”（ ）と述べている。これら主張の中でも，新里（ ）の 血肉化音読 という概念は，

基礎的英語学力の定着について音読の重要性を端的に表しているものである。血肉化音読とは，英語そのものを自分

の血肉にするための音読であるという。英語を自分の血肉にするということは， 英語の音声，語彙，文法，談話の

構成など，英語という言語を構成する諸要素を，特に意識的な努力をすることなしに，自分のものとして使用できる
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状態 （ ）にする事である。新里は，この一見高度に見える目標でも段階を踏んだ音読によって身につけるこ

とが可能だとしている。

続いて実証的研究である。鈴木（ ）は，日本人高校生を対 にして ， 年生時に大量の音読指導を受けた生

徒と通常の音読指導を受けた生徒では，前者の生徒の方が後者よりも 年生後半の模擬試験とセンター試験の得点が

有意に良かったと報告している。宮迫（ ）は，日本人高校生 年生を対 にして 分の音読指導を週 回

ヶ月間与えた実験群と与えなかった統制群を設け，事前テスト，事後テストとして読解や文法を中心とした英語学

力テストを実施した。分散分析の結果， つのテストとも群間に有意差はなく，群と期間の交互作用も有意でなかっ

た。 （ ）は，日本人中学 年生を対 として，素早くテクストを音読できる読み手，あるいは音読

よってより良くテクストの内容を理解する読み手は，そうでない読み手よりも，リーディングや文法や語彙の知識に

関する問題からなるテストで測れる英語学力も有意に高いことを明らかにした。

理論的背景

音読が英語学力の向上に寄与する理論的な論議として，本稿では （ ）のワーキングメモ

リー（作動記憶，以降， ）のモデルを取り上げる。 とは， （ ）によると，“

”（ ）と定義

されている。 は容量が限られており，様々な実験から情報の保持と処理の間でトレードオフが起こると考えられ

ている。卯城（ ）は，難解な文章の読解時，あるいは未熟な読み手が行う返り読みは，この 内の情報の保持

と処理のトレードオフにより，保持に使われる容量が不足しているために起きるとしている（ ）。

この のトレードオフとの関連で，音読の速度と英語学力とは深い関係があるとする研究が存在する。例えば，

（ ）は， 歳， 歳， 歳の子どもと大人の 群を被験者にしてメモリース

パンと音読速度の関係を調べる調査をした。メモリースパンは，音声提示された単語リストのリコールで，音読速度

は，それら単語を各 回ずつ口頭でリピートした際に 秒間に発音できた語数の平 で測定された。リスト中の単語

は音節の数毎に， 音節， 音節， 音節の 種類が用意された。調査の結果，リコールできた単語数は年齢と

共に多くなり，同じく音読の速度も年齢と共に速くなるという結果が得られた。この結果から，素早く音読が出来る

読み手はより長いメモリースパンを持つことが明らかになった。 （ ）は，文字や単語認識の自動化はリー

ディング能力を決定する重要な要素であると述べている。音読の流暢さは単語や文字の認識といった低次な能力の自

動的な処理を意味し，その分 内で情報の保持に割く容量が増えることが予想される。メモリースパンの長さで表

されるような情報の保持の容量が増えるということは，リーディング能力に限らず，情報の保持と処理を同時進行で

行うリスニングの能力も高くなると考えられる。リーディング，リスニングを多く含む本調査の定期テストで測れる

英語学力の向上には，流暢な音読が出来る能力が大きく関与していることが予想される。

研究仮説
日本人中学生において，継続的な音読指導は英語学力を向上させるであろう。

研究方法
調査参加者

新潟県公立中学校の 年生 名。

調査資料

音読用の英文

音読用の英文として，当該中学校が英語の教科書として採用している堀口他（ ）（以降，教科書）を用いた。

その内の ページ分の英文を用いた。英文の長さは ページにつき 語 語であった。英文は全て 人の対話

形式のものであった。

英語定期テスト

調査参加者の英語学力を測る資料として， 回の英語の定期テストを利用した。テストは 点満点で，主にリー

ディングとリスニング，そして語彙や文法の知識に関する問題からなるものであった。

調査手順

音読指導

月の上旬から 月中旬，そして夏休みを挟んで 月上旬から中旬にかけて，英語の授業で教科書の本文を授業で



扱う際に，集中的に音読指導を実施した。一回の音読指導に費やした時間は 分程度であった。その後， 庭で

暗唱するまで音読をしてくることを求め，次の授業の始めに暗唱テストを実施した。 回の授業で 頁分の英文を音

読したため，全部で 回の音読指導となった。

英語学力の測定

月 日， 月 日， 月 日の計 回，定期テストとして一回 分かけて英語のテストを実施した。

データ分析

英語学力テストの素点に関して， つの実験群と，通常の英語授業を受けた つの統制群の素点による 要因分散

分析を行った。

音読活動の実際
ともすると，機械的で退屈な練習となりがちな音読練習に工夫を凝らし，活動自体に変化を持たせて生徒を飽きさ

せないために，できるだけ音読活動を工夫した。生徒には年度当初，音読によって覚えた英文は英語の全ての技能で

応用できるものとなり，英語学力全般の向上に繋がることを説明した。また， 回の音読活動で扱った英文を暗唱出

来ることが目標であることを説明し，さらに授業中の音読練習だけでは不十分であるため， 庭でも音読練習を行う

ことを指示した。

基本となる音読の流れ

範読

生徒が音読する前に，モデルとなる音読を聞かせる必要がある。その時間に扱う文章を最初から最後まで 回通し

て聞かせた。生徒にとって，細かい部分を聞き取るには速すぎるスピードであったと思われるが，この段階では音読

の最終的な目標を示す目的で聞かせた。

範読後の一斉読み

指導者の範読の後，生徒が一斉に音読をする形で実施した。生徒にとって外国語の聴覚記憶を保ちそれを再生する

ことは予想以上に難しいことである。したがって，生徒の音読が怪しい場合，その部分を取り上げ何度も繰り返させ

た。場合によっては，同化（ ）などの細かい音の変化も取り上げ丁寧に指導をした。また，長い英文は

句毎に区切って読ませ，だんだんと一度に読ませる英文の量を増やしていった。読む速度も段階を踏んで速くして

いった。

グループ読み

一斉読みでは音読に自信のない生徒は全体の声に引っ張られて声を出せるというメリットもあるが，生徒は自分の

読み誤りに注意を向けることが困難である。したがって，一斉読みの次には自分のペースで音読を練習する個人読み

の時間が必要となる。今回の実践では英文はすべて対話形式であったため，登場人物の人数に合わせて生徒にグルー

プを組ませ，個々に役割を与えて音読練習をさせた。グループで音読練習をするメリットは，生徒同士が教え合える

ことである。指導者 人で個々の生徒の読み間違いを修正するよりもずっと効率的であった。

一斉の暗唱

ここでの暗唱は，授業中の練習を通してどの程度暗唱できるようになったのかに挑戦させ，その後の練習の必要性

を実感させることを目的としている。生徒を全員起立させ，教科書を開いた状態でおなかの上に伏せさせた状態で開

始した。自信がない生徒は教科書に視線を落として英文を確認しながら言っても良いこととした。また，暗唱は 文

ごとに行い，個々の英文の前には指導者が和訳と英文の最初の単語 語をヒントとして口頭で与えた。この暗唱

は，予想以上に良い出来であった。暗唱の声も大きく，教科書に目を落としている生徒はほとんどいなかった。おそ

らく起立した状態での活動で生徒に緊張感が生まれ，活動も適度な難易度があったためであろう。

暗唱テスト（個人）

暗唱テストは次の授業の最初に行った。対話形式の英文であったが，テストは 人で行わせた。指導者がランダム

に指名し，指名された生徒は起立をして暗唱を始めることとした。評価は 暗唱した， 教科書を読んだ，

教科書を見ながら指導者の後に続いて読んだ と大まかに 段階に分け，場合によっては各段階での出来具合でプラ

ス，マイナスを付加した。暗唱の後は，生徒全員で拍手をして取り組みを称え，また指導者は暗唱の出来に関係なく

いくつもの賞賛の言葉をかけた。たとえ で終わった生徒であっても，全員の前で発表したこと自体は“ ”

である。暗唱の出来によってそれまでの練習が十分だったか足りなかったかは，自覚できたはずである。うまく発表

できなかったことがきっかけになって英語嫌いにさせることだけは避けたいと思った。また，個々の生徒が安心して



発表できる雰囲気を大切にし， 発表者が暗唱している英文を目で追いながら集中して聞くこと 暗唱が終わったら

拍手で健闘を称えること など，聞く側の生徒の指導も徹底した。

変化を持たせるために取り入れた音読の例

この活動はスピーキング活動への橋渡し的な活動となるという多くの指摘があるが，本実践では 文ずつ集中的に

音読練習させる目的でこの活動を取り入れた。まず指導者が 文範読をし，その後生徒は教科書を見て何度もその文

を繰り返した。そして，指導者の合図で読むのをやめた直後，顔を上げて教科書から目を離して先ほど繰り返した英

文を言った。長い英文，読み方が難解な英文の訓練には特に効果的であったと思われる。

東西南北読み

全員を起立させ，指導者の合図で一斉に音読を始める活動である。 ページを全部で 回読むのだが，前，右，後

ろ，左と回数によって読む方向を変えて読むのである。これにより，読んでいる回数を生徒がお互いに確認でき，自

然と他の生徒に遅れまいとスピードを上げて読むこととなった。正確な読みをねらった活動ではなく，一連の音読活

動に変化がほしいときや生徒の取り組みが緩慢であるときに取り入れた。この様な体の動きを取り入れた音読は飽き

させないで音読活動に取り組ませるこつの つであると感じた。

じゃんけん読み

人組になってじゃんけんをして，負けた生徒が読み，勝った生徒が聞き手になる活動である。これを 文ずつ

行った。勝ち負けは偶然性があり，ほとんど読まないで終わる生徒がいたという欠点があったが，逆にこの偶然性が

この活動の つのおもしろさとなった。また，聞き手には“ ？”“ （ ）”などの表現を

使って聞き返せることを指示し，自然な での の場面を作り出すことが出来た。

ローテーション読み

グループ読みの応用である。 人の会話形式の英文で実施した。一回グループ読みが終わったら，図 のように生

徒が移動をし，新しい相手（図 では上下のペア）と再び音読を始める活動である。生徒は，毎回異なる相手に音読

を聞かせることとなり，新しい気持で活動に向かうことが出来たと思われる。また，じゃんけん読みでこの活動を取

り入れた時もあったが，生徒は楽しそうに活動に取り組んでいた。

結果
表 は実験群と統制群における 回の英語定期テストの平 点と ，ならびに実験群と各統制群の分散分析の結

果である。表 に示されているとおり， つのテストとも，実験群と各統制群の平 点の間で有意差は認められな

かった。したがって，研究仮説 日本人中学生において，継続的な音読指導は英語学力を向上させるであろう。 は

支持されなかった。

考察
調査の結果，本研究の仮説が支持されなかった事が明らかになった。しかしながら，このことによって，音読が英

語学力を向上させる活動ではないと結論づけるのは早急であると思われる。

まず，英語学力の向上が見られなかった原因の つとして考えられるのは，英語学力に有意な効果を及ぼすには本

調査での音読指導の期間は短すぎたことが考えられる。より長期的な音読指導がなされれば，英語学力を有意に押し

上げる事が確認されたかも知れない。

つ目の原因として，音読指導を通して音読に対する生徒の認識を前向きな方向に変えることが十分出来なかった

事が考えられる。表 は，参加者を対 にしたアンケート（ 回目は 月中旬， 回目は 月中旬実施）で，項目

音読は楽しいですか。，項目 音読は英語力の向上に役立つと思いますか。 に関する 段階尺度での回答結果

図 ローテーション読みでの生徒の移動の仕方

後ろ 前



と，各アンケートの平 回答，ならびにアンケート間の回答の分散分析の結果である。これによると， つの項目に

関してはアンケート間で回答に有意差は無いことがわかる。また，表 は，項目 月から音読を始めて自分の英

語力で何が向上したと思いますか。 に対する自由記述形式での回答である。これらの回答からは， 回目の方がよ

り多くの英語の能力の向上を体感したという結果を読みとることは出来ない。以上 つの項目の結果から，約 ヶ月

間の音読指導を通して，英語力の向上をより多く体感させ，より前向きに音読活動に取り組むことを期待していたに

もかかわらず，実際は調査参加者の音読に対する認識にあまり変化が起きなかったということがわかる。注目すべき

は， 回目のアンケートで，項目 音読は英語力の向上に役立つと思いますか に と答えている一方で，項目

音読は楽しいですか には と回答した参加者が 人もいたことである。授業中の音読活動に工夫を凝らしたにせ

よ，まだまだ参加者全員が興味をもって取り組む活動にはなっていなかったことがうかがえる。

表 英語学力テストの平 点と ，ならびに分散分析の結果

テスト
実験群（ 組） 統制群（ 組）

の結果
（ ） 組 （ ）

回目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

回目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

回目 （ ） （ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

表 音読に関する認識についてのアンケートの回答状況と平 回答，ならびに 回目と 回目の回答の分散分析結果

項 目 アンケート
回答（いいえ） （はい）

（ ）

．音読は楽しいですか
回目 （ ） 回目 回目
回目 （ ） （ ）

．音読は英語力の向上に役
立つと思いますか

回目 （ ） 回目 回目
回目 （ ） （ ）

表 月から音読を始めて自分の英語力で何が向上したと思いますか。 に対する自由記述形式での回答

注 内容が似た項目が複数ある場合は つの項目にまとめて記述した。 注 かっこ内は人数

アンケート 項 目

回目
・読むこと（ ）・テストの点数（ ）・聞くこと（ ）・発音（ ）・単語が分かるようになった（ ）
・英文を覚えること（ ）・書くこと（ ）・英語の文が分かるようになった（ ）・英語が好きになった（ ）
・文のまとまりを考えて読むようになった（ ）・ない（ ）・わからない，その他（ ）

回目
・読むこと（ ）・英文を覚えること（ ）・発音（ ）・書くこと（ ）・音読（ ）・聞くこと（ ）
・読める単語が増えた（ ）・テストで忘れたところを思い出した（ ）・文の使い方（ ）・ない（ ）
・わからない（ ）



つ目の原因としては， 庭での音読練習の不足が考えられる。表 は， 庭での音読回数に関する回答状況であ

る。これによると， 回目のアンケートでは， 回と 回の人数が減った一方， 回の人数が増えたこ

とが分かる。この原因としては，暗唱テストで 回発表を経験した参加者が，次に指名されることはしばらく無いと

いう認識を持ち， 庭での音読練習を怠ったためではないかと考えられる。事実，授業者は 学期の評価に暗唱テス

トの結果を加味する必要性から，ランダムな指名とは言っても，ある程度は調査参加者を偏り無く指名する必要が

あった。また，先の表 と の結果から，生徒の認識をより音読に前向きな方向に変えることが出来ないとしたが，

この事も 庭での音読練習の増やせなかった原因ではないかと考えられる。

結論と今後の課題
今回の研究を通して明らかになったことは以下の つである。すなわち， ヶ月の継続的な音読指導が英語学力

を向上させるには至らなかったこと， 生徒は，音読が英語学力の向上に役立つ有効な活動であると認識しているわ

りには，音読を楽しい活動と前向きには捉えていないこと， つのアンケート間での変化は認められなかったもの

の， ヶ月の音読指導で英語力の向上を体感させることはある程度可能であるということである。

今後の指導上の課題としては， 音読活動自体を楽しく興味深いものにする工夫が一層必要であること， 英語を

使った様々な活動を経験させる中でさらに音読による英語の能力の向上を体感させていくことの 点が上げられる。

また研究上の課題として， より長期的な音読指導を生徒に実施し， 庭学習で自主的に音読練習をするようになる

程音読に対する前向きな認識や態度の育成がなされた上で，音読練習の英語学力への効果の再調査をすること， 記

述式の定期テストで測れる英語学力以外の英語の能力の向上が音読活動で望めるのかに関して調査をすることの 点

が挙げられる。
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表 庭での音読練習に関する回答状況

項 目 回 回 回 回 回以上

に帰って ページにつき何回音読練習をしました
か。

回目
回目


